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個別資料（個別票）各項目の説明 

 

項目 説明 

個別票Ａと個別票Ｂの相違 
 

個別票Ａは国際機関全体に係る説明資料であり，個別票

Ｂは我が国が拠出した拠出金・基金等を説明する資料。 

【個別票Ａ】 

国際機関名（英語略称） 国際機関の邦文名称及び英文略称。 

国際機関名（英文名称） 国際機関の英文正式名称。 

国際機関の種別 当該国際機関の種別（「国連本体」「基金・計画」「国連専

門機関」「その他」の該当する部分に丸印） 

所管官庁担当局課名 当該国際機関を所管する府省庁名と部局課名。 

当該国際機関の本部所在

地・活動目的等の概要 

本部所在地及び活動目的の概要を記載。 

当該国際機関の財政 １ 国際機関側会計年度の財務報告等の資料に基づき，決算

が確定した会計年度における収入額，支出額，及び次年度へ

の繰越額を記載。 
２ 会計検査機関名、及び現在の構成員の出身国。 

任意拠出金の上位５ヶ国等 当該年度（暦年）における当該国際機関等への（任意）拠出

額及び拠出率（小数点下一桁まで）の上位５ヶ国（地域機関

、民間企業等の団体を一部含む）。なお，我が国のみが拠出して

いる拠出金・基金の場合，日本が１位，拠出率は１００％。 
分担金・義務的拠出金の
上位５ヶ国等 

当該年度（暦年）における当該国際機関等への（義務的）拠

出・分担金額及び拠出（分担）率（小数点下一桁まで）の上

位５ヶ国。 

当該国際機関で働く邦人職

員 
邦人職員数うち幹部以上 
 

当該機関や信託基金等を管理する国際機関・事務局等に勤務

する邦人職員数及び幹部相当以上の人数。国連関係機関につ

いては，原則として専門職（Ｐ，Ｌレベル）以上の職員を対

象とし，幹部は局部課長級（Ｄレベル）以上。 
当該機関の職員数及び邦人

職員が職員全体に占める率 当該機関等の職員数及び邦人職員が職員全体に占める割合

（特記なき限り、当該年の４月１日時点のデータ）。 

邦人職員が占めている 
幹部ポスト 

当該機関等に勤務している邦人職員が占める幹部相当のポ

スト名及び当該邦人職員氏名（特記なき限り、当該年４月１

日時点のデータ）。 

【注：当該国際機関の会計

年度】 
注意事項として、当該国際機関と我が国の会計年度の相違に

ついて説明を記載、その他。 



 
 

【個別票Ｂ】 
拠出金・基金の名称 拠出金の名称、又は、信託基金への拠出の場合は基金の名称 

種別 
 

当該拠出金・基金がイヤーマークされている場合には丸印。
なお，ノン・イヤーマークされている場合には，当該拠出金・基金の目的

、評価等が明らかとはならないため、本個別票Ｂの作成を割愛した。 
拠出先の国際機関名 
 

当該拠出金・基金の受け入れ先の国際機関の邦文名称、及び

英文略称。 
所管官庁担当局課名 当該国際機関を所管する府省庁名と部局課名。 

当該任意拠出金の目的・用

途等 
当該任意拠出金の拠出目的及び当該国際機関における使用

方法などに関する情報を記載。 

最近３年間の我が国支払額

及び拠出率及びＯＤＡ率 
 
 
 
 

１．当該年から遡った３年間の我が国の拠出金・出資金によ

る各国際機関への拠出額（支出執行ベース）。 
２．円建てによる支払いの場合は邦貨額のみ記載し，外貨に

よる支払いの場合は邦貨換算額及び外貨額を記載。金額は、

原則百単位を四捨五入で処理。 
３．拠出額に対するＯＤＡ率（小数点下一桁まで）。 

当該任意拠出金等の意義，

成果等に関する我が国とし

ての評価。 

当該機関や信託基金等に対する我が国としての評価。合理化

，機能強化のための改革が行われているか，当該機関等の政

策に対する我が国の意見の反映度等を含む。 
 

 


